
JP 2016-524932 A 2016.8.22

(57)【要約】
　ステントグラフト１０は、中空円筒状の本体１２とス
リーブカテーテルとを備える。本体１２は、少なくとも
自己拡張型ステント１４と補綴材１６とを備え、本体１
２の円周は、圧縮状態において、拡張状態における本体
１２の円周よりも小さい。スリーブカテーテルは、２つ
の長手方向縁２２、２４を有するフラップ状の圧縮要素
１３として具現され、第１の長手方向縁２２が本体１２
に取り付けられている。第１の長手方向縁２２に対して
垂直方向のフラップ状の圧縮要素１３の長さは、拡張状
態における本体１２の円周よりも小さい。本体１２を圧
縮するために、フラップ状の圧縮要素１３を本体１２周
囲に配置することができ、自由縁である第２の長手方向
縁２２は、本体１２及び／又はフラップ状の圧縮要素１
３に設けられた固定点２８に取外し可能に固定可能であ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空円筒状の本体（１２）とスリーブカテーテルとを備えるステントグラフト（１０）
であって、
　前記本体（１２）は、少なくとも１つの自己拡張型ステント（１４）と補綴材（１６）
とを備え、
　前記本体（１２）の円周は、圧縮状態において、拡張状態における前記本体（１２）の
円周よりも小さく、
　前記スリーブカテーテルは、２つの長手方向縁（２２、２４）を有するフラップ状の圧
縮要素（１３）として設計され、
　第１の長手方向縁（２２）が前記本体（１２）に固定され、
　前記第１の長手方向縁（２２）に対して垂直方向の前記フラップ状の圧縮要素（１３）
の長さは、前記拡張状態における前記本体（１２）の前記円周よりも小さく、
　前記本体（１２）を圧縮する目的で、前記フラップ状の圧縮要素（１３）を前記本体（
１２）周囲に配置することができ、
　自由縁である第２の長手方向縁（２２）が、前記本体（１２）及び／又は前記フラップ
状の圧縮要素（１３）に設けられた固定点（２８）に解放可能に取付け可能であることを
特徴とする、ステントグラフト。
【請求項２】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）は、前記本体（１２）の前記圧縮状態において、前
記第１の長手方向縁（２２）に対して垂直方向に、少なくとも前記本体（１２）の回りの
全周に延在することを特徴とする、請求項１に記載のステントグラフト。
【請求項３】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）は前記本体（１２）と略同じ長さであることを特徴
とする、請求項１又は２に記載のステントグラフト。
【請求項４】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）の前記第１の長手方向縁（２２）は前記補綴材（１
６）に固定されていることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載のステント
グラフト。
【請求項５】
　前記本体（１２）及び／又は前記フラップ状の圧縮要素（１３）に設けられた前記固定
点（２８）は、前記フラップ状の圧縮要素（１３）の前記第２の長手方向縁（２４）を固
定するようにロッド（３６）を突き通すことができるループ（３０）を有することを特徴
とする、請求項１～４のいずれか１項に記載のステントグラフト。
【請求項６】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）の前記第２の長手方向縁（２４）は、前記ロッド（
３６）を挿入可能なヘムステッチ（３２）を有することを特徴とする、請求項５に記載の
ステントグラフト。
【請求項７】
　前記ヘムステッチ（３２）は複数の切れ目（３４）を有し、前記ループ（３０）は、前
記本体（１２）の前記長手方向において、該ループ（３０）が前記切れ目（３４）の高さ
のところに位置するように設けられることを特徴とする、請求項６に記載のステントグラ
フト。
【請求項８】
　前記切れ目（３４）は互いに均一な距離を置いていることを特徴とする、請求項７に記
載のステントグラフト。
【請求項９】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）は織布又は吸収性材料から作製されることを特徴と
する、請求項１～８のいずれか１項に記載のステントグラフト。
【請求項１０】
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　前記フラップ状の圧縮要素（１３）は径方向折畳み構造を有することを特徴とする、請
求項１～９のいずれか１項に記載のステントグラフト。
【請求項１１】
　前記フラップ状の圧縮要素（１３）は、低摩擦性の、好ましくは変形可能な、より好ま
しくは非侵襲性の表面を有することを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項に記載
のステントグラフト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中空円筒状の本体とスリーブカテーテルとを備えるステントグラフトに関す
る。ここでは、本体は、少なくとも１つの自己拡張型ステントと補綴材（prosthetic mat
erial）とを備え、本体の円周は、圧縮状態において、拡張状態における本体の円周より
も小さい。
【背景技術】
【０００２】
　この種のステントグラフトは、従来技術において十分既知である。ステントグラフトは
、患者の中空器官、例えば血管内に挿入され、疾患により生じた狭窄部を開放状態に保ち
、それにより血流を維持する医療用インプラントの形態をしている。また、ステントグラ
フトは、動脈瘤、動脈解離（dissections）、及び他の特定の病変の血管内治療に用いら
れる。通常、ステントグラフトは、長手方向に延びた中空円筒形状を有し、血液は埋め込
まれた状態のステントグラフトの中空空間を通って流れることが可能になっている。
【０００３】
　しかし、そのようなステントグラフトが患者の血管内治療の期間にわたって有効であり
続けることを確実にするためには、ステントグラフトは治療される部位において適所に固
定される必要がある。このことは、ステントグラフトの被覆面（jacket surface）と血管
壁との間の十分に広い接触面積によって可能になる。ここでは、ステントグラフトは、被
覆面を血管壁に密着して（snugly）配置する必要がある。
【０００４】
　したがって、従来技術では、自己拡張型ステントを備え、そのため圧縮可能かつ再び拡
張可能であるステントグラフトが既知である。したがって、ステントグラフトは、少なく
とも２つの状態、すなわち圧縮状態及び拡張状態をとることができる。埋め込むためには
、ステントグラフトをまず径方向に圧縮し、それにより、少なくとも本体が患者の血管内
に挿入可能になるまで中空円筒状の本体の直径を低減する。圧縮状態を作り出すためには
、スリーブカテーテルとして示されているシースにステントグラフトを挿入する。このた
めに、スリーブカテーテルの円周は、拡張状態におけるステントグラフトの円周よりも小
さい。ステントグラフトは圧縮状態において、ステントグラフトを包囲するスリーブカテ
ーテルとともに血管内に挿入され、次いで病的部位に位置決めされる。ステントグラフト
の位置はＸ線マーカーを用いて監視することが可能である。ステントグラフトが所望の位
置又は向きに達すると、スリーブカテーテルが引き抜かれ、その結果、ステントグラフト
は解放されて拡張が可能になる。ステントの自己拡張性に起因して、ステントグラフトは
血管内で広がって開放する。ステントグラフトと血管壁との間の圧力の結果、ステントグ
ラフトは所望の位置において適所に固定されたままになる。こうして血管を開放状態に保
ち、血流を維持することができる。
【０００５】
　従来技術では、例えば、ステントが、ステントの自己拡張性を担うワイヤ構造体として
形成されるステントグラフトが既知である。通常、ワイヤ構造体は金属又はプラスチック
から作製され、さらに、ワイヤ構造体に固定される補綴材によって包囲される。補綴材は
布地材料、例えば、血液不透過性のポリエステル織布から構成することができる。そのよ
うな材料の生体適合性により、血管壁と拡張したステントグラフトとの間の接触によって
合併症を起こさないことが意図される。
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【０００６】
　特許文献１は、上述のステントを備えるステントグラフトを開示しており、ここでは、
拡張状態のステントは、ステントグラフトを患者の血管内に挿入した後に糸を用いて再び
圧縮することが可能である。したがって、これにより、既に血管内に挿入されているステ
ントグラフトの抜去が可能になる。
【０００７】
　特許文献２及び特許文献３は、ステントグラフトを挿入した後に、１つ又は複数の糸を
用いてステントグラフトの直径を変化させることができる同様のステントグラフトを開示
している。特許文献４は、スリーブカテーテルを段階的に引き戻すことができる更なるス
テントグラフトを開示している。
【０００８】
　上述の文献の全てにおいて、スリーブカテーテルは、ステントグラフトの本体を押し込
むことにより圧縮する別個のスリーブ管として示されている。しかしながら、これには、
処置を行う人員が、ステントグラフトの本体を部分ごとに折り畳むと同時に、スリーブカ
テーテルがステントグラフトの本体を完全に包囲するまでステントグラフトの本体をスリ
ーブカテーテルに挿入する必要があることから、圧縮が困難であるという不都合点がある
。さらに、ステントグラフトの中空円筒状の本体を拡張するためにスリーブカテーテルを
引き抜くのには、一方ではスリーブカテーテルと血管壁との間、他方ではスリーブカテー
テルとステントグラフトの本体との間に摩擦力が伴う。これにより、一方では血管壁を損
傷させ、他方では、ステントグラフトを、事前にとっていた最適な位置から移動又は捻回
させるおそれがある。後者の場合、ステントグラフトの血管内での厄介な再位置決めが必
要となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】独国特許第１０３３５９４８号
【特許文献２】国際公開第２０１１／０６３９７２号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００７／０１００４２７号
【特許文献４】欧州特許出願公開第１９６４５３２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　こうした背景に対し、本発明の目的は、冒頭に述べたタイプのステントグラフトを、本
体を簡単に圧縮することができ、同様に、より低い摩擦で血管内において容易に解放及び
拡張することができるように発展させることである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、上述の目的は、スリーブカテーテルが、２つの長手方向縁を有するフ
ラップ状の圧縮要素として設計されることによって達成される。この場合、第１の長手方
向縁は本体に固定されており、第１の長手方向縁に対して垂直方向のフラップ状の圧縮要
素の長さ（extent）は、拡張状態における本体の円周よりも小さく、本体を圧縮する目的
で、フラップ状の圧縮要素を本体周囲に配置することができ、自由縁である第２の長手方
向縁は、本体及び／又はフラップ状の圧縮要素に設けられた固定点に解放可能に取付け可
能である。
【００１２】
　本発明によれば、スリーブカテーテルは、フラップ状の圧縮要素として設計されるとと
もに２つの長手方向縁を有する。この場合、第１の長手方向縁は本体に固定されている。
したがって、従来技術とは対照的に、スリーブカテーテルはステントグラフトに固定され
ている。さらに、フラップ状の圧縮要素は、第１の長手方向縁に対して垂直方向に、拡張
状態におけるステントグラフトの本体の円周よりも小さい長さを有する。これにより、ス
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テントグラフトの本体は、血管内への挿入前にフラップ状の圧縮要素によって圧縮するこ
とができる。フラップ状の圧縮要素の長手方向自由縁を固定する固定点は、ステントグラ
フトの本体及び／又はフラップ状の圧縮要素に設けられる。
【００１３】
　ステントグラフトの本体を圧縮するためには、フラップ状の圧縮要素が本体を部分的又
は完全に包囲するように、フラップ状の圧縮要素を本体周囲に配置する。したがって、ス
テントは径方向内方に圧縮され、ステントグラフトの本体の断面サイズが減少する。次い
で、第２の長手方向縁は、本体及び／又はフラップ状の圧縮要素に設けられた固定点に解
放可能に取り付けられる。このように、本体を包み込むことによって本体の圧縮が可能で
あり、それにより、ステントグラフトをスリーブ管に挿入するよりも取扱いが簡単になる
ことが有利である。更なる利点は、フラップ状の圧縮要素により、圧縮された後のステン
トグラフトは滑らかな表面を有し、それによりステントグラフトを血管内に挿入すること
が容易になることである。
【００１４】
　ステントグラフトを血管内に挿入し、ステントグラフトを所望の部位に位置決めした後
、ステントグラフトの本体を拡張するために、第２の長手方向縁を固定点から取り外すこ
とができる。しかし、フラップ状の圧縮要素は血管から引き抜かれず、代わりに血管内の
ステントグラフトの本体に残る。このことは、圧縮要素が第１の長手方向縁によって本体
に固定されていることによって可能であり、そのため、血管内で圧縮要素が移動する危険
がない。圧縮要素によって形成されるスリーブカテーテルは血管から引き抜かれないこと
から、スリーブカテーテルと血管壁との間、またスリーブカテーテルとステントグラフト
の本体との間の摩擦力が回避され、その結果、血管壁に対する損傷を回避することと、ス
テントグラフトが位置を変える場合に必要な再位置決めを回避することとが可能になる。
本発明に係るステントグラフトの更なる利点は、手術時間を低減することができることで
ある。
【００１５】
　好ましい一実施形態において、フラップ状の圧縮要素は、本体の圧縮状態では、第１の
長手方向縁に対して垂直方向に、少なくともステントグラフトの本体の回りの全周に延在
する。
【００１６】
　この手法では、本体を、外径が最小限になるまで圧縮することができることが有利であ
る。それによりまた、本体の圧縮状態がステントグラフトの全周の回りに均一に達成され
、血管内へのステントグラフトの挿入と、血管内におけるステントグラフトの位置決めと
がより容易になる。
【００１７】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素は本体と略同じ長さである。
【００１８】
　この手法では、本体を全長にわたって均一に圧縮することが可能である。これにより、
ステントグラフトの血管内への挿入と、血管内におけるステントグラフトの位置決めとが
更に容易になる。
【００１９】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素の第１の長手方向縁は補綴材に
固定されている。
【００２０】
　この手法は、フラップ状の圧縮要素を、ステントグラフトの本体に特に容易に固定する
ことができるという利点を有する。フラップ状の圧縮要素は、補綴材と同様に布地構造体
とすることができ、それにより、フラップ状の圧縮要素は、例えば縫合部によって補綴材
に容易に固定することができる。縫合部による固定には、ステントグラフトの表面の滑ら
かさを損なうことがなく、フラップ状の圧縮要素が本体から分離しないという利点がある
。
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【００２１】
　別の好ましい実施形態において、本体及び／又はフラップ状の圧縮要素に設けられた固
定点は、フラップ状の圧縮要素の第２の長手方向縁を固定するためにロッドを突き通すこ
とができるループを有する。
【００２２】
　この手法では、本体を拡張する簡単な方法を利用可能であることが有利であり、この方
法では、摩擦力はステントグラフトとスリーブカテーテルとの間には生じず、ループとロ
ッドとの間にのみ生じ、この生じる摩擦力は、スリーブカテーテルをステントグラフトか
ら引き離す場合及びスリーブカテーテルを血管から引き抜く場合よりも実質的に小さい。
ロッドは、特に滑らかで、したがって低摩擦性の表面を有し、例えばステンレス鋼から作
製することができ、そのため引き抜く際に血管壁を損傷しない。したがって、本体の拡張
中に生じる摩擦力を大幅に低減することができ、拡張に必要な時間を短縮することができ
る。さらに、ロッドを引き抜く際、本体はロッドとともに引っ張られない。さらに、ルー
プは本体及び／又はフラップ状の圧縮要素に、例えば結ぶことにより容易に固定すること
ができる。各固定点は１つ又は複数のループを有することができることが理解される。
【００２３】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素の第２の長手方向縁は、ロッド
を挿入可能なヘムステッチ（hemstitch：縁縫い）を有する。
【００２４】
　この手法は、自由縁である第２の長手方向縁全体を、好ましくは第１の長手方向縁の長
さを超える長さのロッドの挿入により、本体に均一に固定することができることから有利
である。したがって、ステントグラフトの本体に生じる圧縮状態の均一性は、ロッドをヘ
ムステッチに挿入し、ロッドをループに突き通した後、更に向上する。圧縮要素の第１の
長手方向縁の領域上又はこの領域内にループが設けられる場合、この手法の更なる利点は
、フラップ状の圧縮要素の２つの長手方向縁を互いに直接接続することができることであ
る。それにより、フラップ状の圧縮要素の略全面を用いて、直径が最小限になるまで本体
が圧縮される。
【００２５】
　別の好ましい実施形態において、ヘムステッチは複数の切れ目（interruptions）を有
し、この場合、ループは、本体の長手方向において、ループが切れ目の高さのところに位
置するように設けられる。
【００２６】
　この実施形態では、ヘムステッチは個々のヘムステッチ部を有し、個々のヘムステッチ
部の間には、ロッドがヘムステッチ部及びループに突き通されるごとに１つ又は複数のル
ープが配置される。この手法の利点は、ロッドがループ及びヘムステッチ部から引き抜か
れる場合、ステントグラフトの本体がジッパーのように長手方向に連続して解放され拡張
されることである。このようにして、ステントグラフトの血管内での位置決めは、ステン
トグラフトを徐々に解放する間でも段階的に最適化することができる。さらに、ロッドは
ヘムステッチの切れ目の領域において視認可能であり、その結果、拡張手順の誤りが容易
に検出される。すなわち、ステントグラフトの本体の一部が、本体のこの部分に配置され
たループからロッドが引き抜かれているにもかかわらず拡張しない場合、それにより即座
に対抗手段をとることができる。
【００２７】
　別の好ましい実施形態において、切れ目は互いに均一な距離を置いている。
【００２８】
　この手法により、フラップ状の圧縮要素の第２の長手方向縁の均一な固定が可能になる
。
【００２９】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素は吸収性材料から作製される。
【００３０】
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　この手法の利点は、ステントグラフトを挿入して拡張した後、圧縮要素がその機能を果
たした後に分解することが可能であることである。圧縮要素の材料は生体適合性であるこ
とが理解される。圧縮要素は織布から作製することもでき、この織布は吸収性であっても
吸収性でなくてもよい。
【００３１】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素は径方向折畳み構造を有する。
【００３２】
　本体の拡張状態において、拡張をもたらすステントグラフトの伸長力は、フラップ状の
圧縮要素にわたる表面に実質的に作用し、血管内のステントグラフトは、径方向折畳み構
造によってよりしっかりと適所に固定される。この手法により、拡張状態における本発明
に係るステントグラフトの位置安定性が向上することが有利である。
【００３３】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素は、低摩擦性の、好ましくは変
形可能な（formable）、より好ましくは非侵襲性の表面を有する。
【００３４】
　この手法の利点は、圧縮要素を血管壁に対する最小限の摩擦で挿入することができ、患
者の血管壁を損傷しないことである。さらに、スリーブカテーテルは、変形可能であるこ
とにより、血管の内側形状又は経路に容易に適合することができ、血管壁に密着して支持
される。
【００３５】
　別の好ましい実施形態において、フラップ状の圧縮要素は布地材料から作製される。
【００３６】
　この手法の利点は、圧縮要素（フラップ）が、スリーブカテーテルと比較して大幅に柔
軟であることである。したがって、かなり迂曲した血管の解剖学的構造（anatomies）に
おいても、ステントグラフトシステムを展開位置に進めることが可能である。ここでは、
「布地材料」とは、任意のシート状の布地構造体、特に繊維から構成される布地構造体、
例えば、組紐、織物、メッシュ、及びニットとして理解される。繊維は、紡績可能であり
、上述したように、組む、織る、メッシュ編みする、又はニット編みすることができる無
端繊維である。
【００３７】
　更なる利点及び特徴は、以下の記載及び添付図面から明らかとなる。
【００３８】
　上述の特徴及び下記にこれから説明する特徴は、それぞれ述べられている組合せだけで
なく、本発明の範囲から逸脱することなく、他の組合せ又は単独でも用いることができる
ことが理解される。
【００３９】
　本発明の例示的な一実施形態を図面において示し、図面を参照して下記により詳細に記
載する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明に係るステントグラフトの完全拡張状態における側面図である。
【図２】図１のステントグラフトの完全拡張状態における部分斜視図である。
【図３】図１のステントグラフトの圧縮状態における側面図である。
【図４】図３と比較してより大きい縮尺の、図３のステントグラフトの圧縮状態における
詳細図である。
【図５】図３の状態から進行する状態における、解放開始時のステントグラフトの図であ
る。
【図６】解放継続中の更なる状態におけるステントグラフトの図である。
【図７】更に解放を継続する際のまた更なる状態におけるステントグラフトの図である。
【図８】完全解放後の完全拡張状態におけるステントグラフトの図である。
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【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図１及び図２は、全体として参照符号１０で示されているステントグラフトの例示的な
一実施形態を示している。このステントグラフトは、中空円筒状の本体１２と、フラップ
状の圧縮要素１３として示されているスリーブカテーテルとを備える。本体１２は、自己
拡張型ステント１４と補綴材１６とを備える。ステント１４は、中空円筒状の本体１２の
長手方向に連続して配置され、蛇行する支持材２０から構成されるリングセグメント１８
を備える。補綴材、例えば布地構造体は、縫合部１５によってリングセグメント１８に固
定されている。これらの縫合部は後続の図のいずれにも示していない。
【００４２】
　図２の斜視図から見て取ることができるように、本体１２は中空円筒体である。フラッ
プ状の圧縮要素１３は、本体１２に固定された第１の長手方向縁２２と、自由縁である第
２の長手方向縁２４とを有し、第１の長手方向縁２２は縫合部２６によって補綴材１６に
固定されている。フラップ状の圧縮要素１３は、双方の長手方向縁２２、２４に対して垂
直方向に、圧縮状態における本体１２の円周に実質的に相当する長さを有する。フラップ
状の圧縮要素１３は、長手方向において、すなわち長手方向縁に対して平行に、本体１２
と略同じ長さを有する。
【００４３】
　本体１２及び／又はフラップ状の圧縮要素１３において、この例ではフラップ状の圧縮
要素１３において、フラップ状の圧縮要素１３の第１の長手方向縁２２の領域に固定され
たループ３０を有する固定点２８が設けられる。さらに、第２の長手方向縁２４には、切
れ目３４を有するヘムステッチ３２が形成される。ヘムステッチ３２の切れ目３４は、本
体１２の長手方向において、ヘムステッチ３２の切れ目３４がループ３０の高さのところ
に位置するように設けられる。さらに、切れ目３４は互いに均一な距離だけ離間している
。
【００４４】
　ステントグラフト１０を患者（図示せず）の血管（図示せず）内に挿入する前に、ステ
ントグラフト１０はまず最初に圧縮される。圧縮の開始状態が図１及び図２に示されてい
る。圧縮の際、フラップ状の圧縮要素１３は、フラップ状の圧縮要素１３の双方の長手方
向縁２２、２４が互いに実質的に重なるように本体１２周囲に配置される。こうして、本
体１２は、拡張状態における本体１２の円周よりも小さい円周まで径方向に圧縮される。
これは図３及び図４に見て取ることができる。
【００４５】
　ステントグラフトを血管内に挿入する前及び挿入する間、ステントグラフト１０の圧縮
状態を維持するために、ロッド３６を、圧縮要素１３の長手方向端部にあるヘムステッチ
３２に挿入し、ヘムステッチ３２を通して導く。このプロセスにおいて、ここでは切れ目
３４の領域に配置されているループ３０に、ロッド３６が同様に突き通される。図３に示
されているように、ループ３０の全てにロッド３６が突き通される場合、長手方向縁２４
は固定され、また本体１２は圧縮状態を保持する。
【００４６】
　この均一な圧縮状態では、ステントグラフト１０を患者の血管内に挿入することができ
、血管における治療される部位に位置決めすることができる。次に、ロッド３６をヘムス
テッチ３２及びループ３０から引き戻すことによって本体１２を解放し、拡張状態にする
。次に、本体１２の拡張が、ステント１４の自己拡張性に起因して自動的に起こる。
【００４７】
　図５～図８において、本発明に係るステントグラフト１０が、連続する解放及び拡張中
の複数の異なる段階において示されている。ステントグラフト１０を拡張するために、ロ
ッド３６は、ヘムステッチ３２及びループ３０から長手方向に徐々に引き抜かれる。ルー
プ３０のうちの最初のループがロッド３６から取り外されるとすぐに、フラップ状の圧縮
要素１３の長手方向縁２４が、この時点において、ループ３０のうちのこの最初のループ
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緩む。ステント１４の自己拡張性に起因して、本体１２の第１の部分３８は拡張状態に広
がる。本体の更なる部分４０は、初めは均一に圧縮されたままである。ロッド３６を更に
引き抜くことにより、本体１２の残りの部分は徐々に解放され、拡張する。
【００４８】
　さらに、本体１２の拡張中、ステントグラフト１０の位置を最適化することが可能であ
る。詳細には、ステントグラフト１０の位置決めは、ロッド３２を段階的にヘムステッチ
３２から引き抜くことによって、段階的に最適化することができる。
【００４９】
　ステントグラフト１０が未だ部分的に圧縮されているが既に部分的に拡張している、図
５～図７に示されているステントグラフト１０の状態のうちの１つにおいて、特に図５及
び図６に従った状態において、ステントグラフト１０の位置は摺動及び／又は回動によっ
て最適化することが可能である。
【００５０】
　ステントグラフト１０の位置決めが適切な場合に最適化され、更なる補正を行わない場
合、本発明に係るステントグラフト１０を完全に拡張させるために、ロッド３６をヘムス
テッチ３２から完全に引き抜くことができる。ステントグラフト１０の完全拡張状態は図
８に示されている。圧縮要素１３（図８には図示せず）は本体１２に留まる。すなわち、
圧縮要素１３の第１の長手方向縁２２が本体１２に固定されたままである。
【００５１】
　フラップ状の圧縮要素１３は織布から製造することができ、フラップ状の圧縮要素１３
の形状、成形性、及び表面性質を、血管の形状及び経路によって課される要件に最適に適
合させることが可能である。特に、フラップ状の圧縮要素１３は、本発明に係るステント
グラフト１０の血管内での位置安定性を更に向上させる径方向折畳み構造を有することが
できる。吸収性材料を使用することにより、フラップ状の圧縮要素１３は、血管内におい
て或る特定の期間の後、生分解されるように製造することができる。それとは別に、本発
明に係るステントグラフト１０を用いる処置によって合併症を可能な限り起こさないこと
を保証するように、圧縮要素は生体適合性材料から製造されることが好ましい。
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